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 備考 

  １ ２の欄には、第１条の２の45による区分を記入すること。 

  ２ ３の欄中（   ）内は、該当しない文字を抹消すること。 

  ３ ４の「性能」の欄には、ボイラーにあっては最高使用圧力及び伝熱面積、第一種圧

力容器にあっては最高使用圧力及び内容積を記入すること。 

  ４ ６の欄には、構造検査又は使用検査に係る報告書にあってはボイラー及び圧力容

器安全規則様式第４号による刻印番号、溶接検査に係る報告書にあっては同令様式

第９号による刻印を記入すること。 

  ５ ７の欄には、検査証を交付した場合における検査証番号その他参考となる事項を

記入すること。 

  ６ 実施した製造時等検査に係る申請書（ボイラー及び圧力容器安全規則様式第２号、

同令様式第７号又は同令様式第13号）及び明細書（同令様式第３号、同令様式第８号

又は同令様式第23号）を添付すること。 


